
頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 1-1-1
記入日 令和7年6月4日

施策の方向
（全体）

行政情報の提供方法や内容の充実を図るとともに町が保有する情報の透明性や公開性を高め
ます。
また、町民の意見やニーズを受け止め、町政に活かし、本計画における各施策を推進しま
す。

重点施策 総務課

施策 １．情報の共有 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

32

柱 １．地域がつながり地域で育むまち
分野 １．協働 施策

担当課

協働推進課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 16

決算額 16,188

情報の発信 A
施策貢献度 良好
進捗状況 順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 1-1 協働推進課 事業評価 予算額 17,253

0

町民ニーズの把握 B
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

ホームページアクセス数が減少し続けているが、LINEのセグメント配信機能を追加し、SNS
による情報発信の強化を図るとともに、ホームページCMSのバージョンアップを実施したこ
とで、情報セキュリティの強化をすることができた。

事業名

事業CD 1-2 協働推進課 事業評価 予算額 0

3

事業名

事業CD 1-3 総務課 事業評価 予算額 176

決算額

2

決算額 22

情報公開の推進 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

「町長とのふれあいミーティング」を実施することで、一定の町民ニーズを把握できた。
「わたしの提案・意見」は、回答すべきのものに対して全て回答した。また、結果の公表を
毎月実施し迅速な情報提供を行った。「町内現況巡視」を行い、自治会からの要望や意見を
聞き、取りまとめ、担当課と課題の改善方法について協議したうえで、各自治会に回答し
た。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

・情報公開・個人情報保護審査会は適正に運営できた。
・個人情報ファイル簿については適正に取りまとめ、ホームページ上に公表した。
・令和６年度において公開請求は７件あり、条例に基づき適正に決定処分を行った。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 17,429 決算額合計 16,210



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

7個
187,111回 184,992回協働推進課 ホームページアクセス数 222,500回 240,000回 318,254回 232,440回

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

協働推進課 情報発信ツール数 5個 7個 6個 6個 7個

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

閲覧者の利便性の向上のため、各情報ツールの調査・研究を行い、情報発信の強化に努めて
いる。また、町民の意見やニーズを把握する体制が十分とは言えないものの、わたしの提
案・意見等については適切に対応している。情報公開については、条例に基づき適正に行わ
れている。

施策の今後の
方向性

情報発信ツールの増加に合わせ、内容の充実を図るとともに、町政に活かすための町民ニー
ズを把握する効果的な手段の検討を進める必要がある。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 情報の発信 予算額

情報発信ツールの調査・研究を行いさらなる内容の充実を図るとともに、幅広い年齢層に向
けた広報紙による発信方法の検討を行うこと。

2

事業名 町民ニーズの把握 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

「町長とのふれあいミーティング」ついては、より多くの意見やニーズ把握ができるような
開催方法を検討すること。
事業名 情報公開の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、情報公開条例に基づき適正な制度の運用を図ること。

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 1-1-2
記入日 令和7年6月4日

施策の方向
（全体）

協働のまちづくりを推進するため、町民の自主的かつ自立的な取り組みをサポートするとと
もに、まちづくりに一人でも多くの町民が関わる環境づくりを推進します。

重点施策

施策 ２．まちづくりへの町民参加 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

34

柱 １．地域がつながり地域で育むまち
分野 １．協働 施策

担当課

協働推進課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 19

決算額 16

地域活動の促進 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 2-1 協働推進課 事業評価 予算額 48

施策貢献度

進捗状況

事業評価

補助金公募制度において1件の申請を受理し、審査委員会による審査の結果、提言に基づき
担当課である福祉課において予算措置し、地域活動への支援を行えた。また、SDGsパート
ナー登録制度では2件の新規登録を行ったほか、県主催による「企業・NPO・学校パートナー
シップミーティングin県西」に参画し、7団体の参加を得て、登録団体の枠を超えた団体間
の連携を図った。

事業名

事業CD 事業評価 予算額

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 48 決算額合計 16



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

3件

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

協働推進課 町民主体の新規事業の立ち上げ件数（累計） 2件 6件 2件 3件 3件

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

補助金公募制度については申請があったものの、町民主体の新規事業の立ち上げについて
は、数年に渡り件数が伸びていない。しかしながら、SDGｓパートナー制度は登録団体間の
連携が図られている。

施策の今後の
方向性

協働のまちづくりを推進する上で、地域活動の支援は重要性が高いことから、制度の活用を
より促進するために周知方法や内容の検討を進める必要がある。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 地域活動の促進 予算額

町民主導の地域活動が協働のまちづくりの推進につながるため、今後もより多くの団体が制
度を活用できるよう、周知方法や内容の検討を行い制度の活用を促進すること。

2

事業名 予算額

今後の方向性

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7



頁

頁

大井町施策評価シート

【施策評価】
施策CD 1-1-3
記入日 令和7年6月1日

柱 １．地域がつながり地域で育むまち
分野 1.協働 施策

担当課

生涯学習課

位置付

第2次実施計画 2023～2025 21

施策の方向
（全体）

人づくりに積極的に取り組むため、家庭・学校・地域の連携体制づくりをめざすとともに、
地域社会に貢献できる町民の育成を図ります。

重点施策

施策 ３．人づくりの推進 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

37

決算額 27

世代間の交流と次代を担う人づくりの促進 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD ３－１ 生涯学習課 事業評価 予算額 45

0

人材の発掘と育成 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

地域の人材を活かした事業を１４事業（きらめき未来塾事業８回、学びおおいサポート事業
６回）実施し、参加者にアンケートを取った結果、参加者からも満足いく評価をうけた。ま
た、新規事業でシニア向けスマホ教室を６回開催し、回毎に参加人数のバラツキはあったも
のの参加者のニーズを踏まえた事業展開ができた。

事業名

事業CD ３－２ 生涯学習課 事業評価 予算額 0

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
学びおおいサポーターを活用した事業が昨年度は８回であったのに対し、今年度は10回実施
することができ、活用が広がっている。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 45 決算額合計 27

【 2024 年度】



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

14回
21人 24人生涯学習課 名簿の登録者数 14人 20人 16人 21人

施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生涯学習課 事業実施回数 7回 9回 0回 ４回 15回

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価 両事業とも、参加者のニーズに即した事業展開や事業検証も進められている。

施策の今後の
方向性

町民や地域との協働を意識し、町民が主体となって世代間交流や人づくりが進められるよ
う、継続的な事業展開と多様な参加機会の創出に努めていくこと。

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

良好
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 世代間の交流と次代を担う人づくりの促進 予算額

引き続き、地域の人材を活用した事業展開を推進し、町民が主体となる学びの場を提供して
いくこと。

2

事業名 人材の発掘と育成 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、学びおおいサポーターを活用した事業の推進を図ること。

事業名 予算額

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5

人員

今後の方向性 人員

7

事業名 予算額

今後の方向性 人員



頁

頁

大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 1-1-4
記入日 令和7年6月4日

施策の方向
（全体） 自治活動を支援するとともに、地域活動の拠点となる集会施設の整備を支援します。

―

施策 ４．自治活動 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

38

柱 １．地域がつながり地域で育むまち
分野 １．協働 施策

担当課

協働推進課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 23

決算額 23,891

自治活動の支援 B
施策貢献度 適正
進捗状況 やや遅れている

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 4-1 協働推進課 事業評価 予算額 23,896

59

自治活動拠点の整備支援 A
施策貢献度 優良
進捗状況 順調に進んでいる

事業評価

自治会からの参加要請に応じて、自治会担当職員が自治会活動へ参加した。また、担当自治
会内の地域内巡視にあわせて空き家調査を実施し、地域の状況を把握できた。更には、自治
会を運営するため補助金等の交付を円滑に行えたが、自治会加入率の増加にはつながらな
かった。

事業名

事業CD 4-2 協働推進課 事業評価 予算額 59

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
「大井町自治会集会施設等整備推進要綱」により、自治会からの申請に応じて自治会集会施
設の工事等に係る補助金を交付し、自治会館敷地内の遊具の整備ができた。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 23,955 決算額合計 23,950



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

66.8%

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

協働推進課 自治会加入率 76％ 78％ 73.5% 71.8% 68.0%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

自治会加入率の維持、向上につながっていないが、新たに開催した自治会長との意見交換会
や自治会担当職員による活動などを通じて、自治会の状況や課題の把握に努めている。ま
た、自治会に係る補助金を適正に交付されている。

施策の今後の
方向性

自治会活動を支援し、自治会加入率の維持、向上につながるよう取り組むとともに、老朽化
している集会施設及び設備の整備を支援すること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

やや遅れている

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

やや遅れている

個別提言

1

事業名 自治活動の支援 予算額

自治会加入率の維持、向上につながるよう自治会の状況や課題の把握に努めること。

2

事業名 自治活動拠点の整備支援 予算額 拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 補助金制度の見直し

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、自治会からの要望に応じて集会施設の整備を支援すること。また、自治会の規模
に応じて活用できるよう「大井町自治会集会施設等整備推進要綱」を検討すること。
事業名 予算額

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5
今後の方向性 人員

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7
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大井町施策評価シート 【 2024 年度】

【施策評価】
施策CD 1-1-5
記入日 令和7年6月4日

施策の方向
（全体）

町民一人ひとりの人権が尊重される差別を許さない社会に向け、人権意識の啓発を推進し、
男女共同参画社会の実現に向け、町民の意識啓発を図ります。

施策 ５．平等な社会の形成 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025掲

載

40

柱 １．地域がつながり地域で育むまち
分野 施策

担当課

協働推進課

位置付

第２次実施計画 2023～2025 25

決算額 326

人権の尊重 A
施策貢献度 適正
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 5-1 協働推進課 事業評価 予算額 367

184

男女共同参画社会の推進 A
施策貢献度 良好
進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

7月の「社会を明るくする運動」街頭キャンペーン及び12月の人権週間における街頭キャン
ペーンや総合相談を予定どおり実施した。また、年間を通じて広報紙やホームページ、SNS
を用いた啓発活動を行った。

事業名

事業CD 5-2 協働推進課 事業評価 予算額 252

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

講演会の開催や、男女共同参画プランの進捗状況の結果報告など、予定どおり行うことがで
きた。また、女性への暴力等に対する一時保護事業が実施できる体制を整えた。さらに、県
西地域2市8町において「パートナーシップ宣誓制度に係る相互利用に関する協定」を締結
し、制度利用者の転出入手続きの負担軽減が図れるよう整備できた。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

予算額合計 619 決算額合計 510



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

374人

施策目標

施策担当課 指標（単位） 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

協働推進課 人権街頭キャンペーン参加人数 600人 600人 0人 296人 420人

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正
進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

総合評価

社会を明るくする運動や男女共同参画講演会、広報紙などを活用し、人権の尊重及び平等な
社会の実現に向けた啓発活動に努めている。また、県西地域2市8町における「パートナー
シップ宣誓制度に係る相互利用に関する協定」の締結ができ、制度利用者の負担軽減を図ら
れている。

施策の今後の
方向性

人権の尊重や男女共同参画を身近に捉え、関心を持ってもらえるよう施策を展開していく必
要がある。

個別提言

1

事業名 人権の尊重 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

人権問題がより身近なこととして関心を持てるようこれまでとは違う視点や活動を取り入
れ、意識啓発を推進していくこと。
事業名 男女共同参画社会の推進 予算額 現状維持

男女共同参画社会の実現に向け、より身近なこととして関心を持てるよう意識啓発を推進し
ていくとともに、講演会の参加者を増やしていけるよう開催内容や周知方法などを工夫する
こと。

3

事業名 予算額

今後の方向性

2

人員

事業名 予算額

5

事業名 予算額

今後の方向性

4
今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

人員7

事業名 予算額

今後の方向性

6
今後の方向性 人員


